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図l 仮想計算機システムの構成例

厳しく,また不透明な諸環境のもとで,社会･企業システムの効率化･省

資源化が求められ,コンピュータ化が一段と浸透普及していくなかで,1980

年代に向かっての潤一充のような大きな力が感じられる｡それはコンピュー

タi舌用の真の有効化･定着化であり,利用者自身による帖報システムの開

発と活用の動きである｡オフィスコンビュⅥタの発達と普及のこ伏さ兄から経

営の真剣なfナ理化への努力が感じられるし,分散処理,ネットワーク,対

話処理,｢l本譜(漢字)情報処理,更にCAD/CAMなどの急速かつ丘こ範な発

展は,そのニーズが梅めて高いことを示すものである｡その根底には,自

らのシステムを自らの力で開発し,真に有効にi舌用しようとする意欲が感

じとられる｡

日_立製作所ではこれらの顧客動向を踏まえて,積極的に製品開発を進め,

今後の飛躍に備えている｡本章では既開発の代表的成果を紹介するもので

あるが,以下その概要について述べる｡

半導体技術の前進は,コンピュータをして,大形機はますます超大形化･

高性能化する--･方,中小形機は高性能･高機能,しかも低廉化を促進して

いる｡大形機の分野では,システムの間ヲ芭･移行･運用を谷易にさせる新

アーキテクチャとしての仮想コンピュータシステムが関ヲ邑されたくつ これに

よI)新人形機への移行に当たってのボトルネックの一つが解決されよう｡

-･方,中小形機の高性能･イ氏廉化は激しい市場競争を雇引補し,IBM祉のソ

フトウェア価格分離によるハードウェア価格の値下げにより,今綾'80年代

に向かって新しい価格体系への移行と,ソフトウェア価値観の認識と定着

化が好ほっている｡HITAC MシリーズHモデルは,このような新価格体

系を基にして多様なrh■場ニーズを満たすため一枚先端の技術を駆使Lて開発

したものである｡CPUの高件能,高機能化は当然ファイル利用の高度化を

求めるものであり,この要論にこたえて大容量記憶システムMSS,コアキ

シャルティ スク,オフィ スコンピュータ用′J､形ディ スクを開発した｡

制御用コンピュータの分野でも,分散指向,対話処理指向が着々と進行

しているなかで,高速光データフリ【ウェイシステムの開発は,分散化に

伴うネットワーキングの有力な手段として期待されよう｡

端末機器の分野では,マイクロプロセッサのi舌用が進み,端末のインテ

リジェント化が大幅に促進され,より親密性のある,そしてローカル処理

の自由度の高い端末システムが多く開発される一方,漢字,グラフの取ヰ及

い可能な安価なビデオ端末も開発され,本格的な分散処手里,更に端末普及

の基盤が成熟しつつある｡

情報処理の分野では,高度化と分散指向の其調のなかで,特にデータベ

ース技術や図形処理技術の実用化が進むであろう｡またソフトウェア開発

の生産性向上に対する方策も確立されつつある｡ニれら新しい情報処理ニ

ーズに対し,各種の情報処玉里技術がユーザーとの協力のもとに開発され,
技術蓄積がたゆみなく行なわれており,今後とも利用技術の向上に挑戦し

続けて行く｡
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コンピュータ

仮想計算機システムVMSの開発

1子音のHITAC Mシリーズ実計算機

上で,複数のMシリーズOS(オペレー

ティ ングシステム)を同時に実行する

ことができる仮想的な複合計算機シス

テムVMS(VirtualMaclline System:

仮想計算機システム)を開発し,製品

化した(図1参照)｡

VMSは新旧｢山jシステムを一つの実

計算機上で同時に稼動することができ

るため,システムの格行や切替え時に

新旧ハⅥドゥェアの併設を不要とし,

設イ億コストの低減を回ることができる

ほか,本番業務と並行してのシステム

建設が容易になる｡仮想計算機の実行

性能を向上させるために,仮想計算機

支援ファームウェアの採用と,仮想計

算機主記憶装置の′宗一駐化機能や高速人

出カシミュレーション機能をサポート

した｡

HITAC MシリーズHモデノレの

開発

HITAC Mシリーズの新しい中形機

椎として,M-160H,M-150H及びM-

140Hの3機椎を開発した｡これらの機

椎では,最新のハードウェア技術の適

用による価格/性能比の向上,大容量

ディ スクの接続,対話処理機能の強化

によるDB/DC(データベース/データ

コミュニケーション)機能の充実が図
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図2 ト‖TAC M-140Hシステム

られている｡M-140Hシステムの例を

区12にホす｡

ニトな特長としては次のようなものが

ある｡

(1)64kビットのMOS,LSIなどの最

新技術の採用により,人帖な佃桁/件

能比の向Lを1切っている〔,

(2)大谷量,イ氏価桁なH-8597形トキ1岩喋

体ディスク雛動装置,中小形システム

l㌫=ナの低価格なH-8593形ディスク駆動

装置の接ぎ統により,ファイルの大容量

化,†氏価格化が凶られている｡

(3)エンドユⅥザ【川村訪処理機能の

充実により,各部門のエンドユーザー

が谷易にコンピュータを使用できるよ

う考慮されている｡

(4)拡張された強プJなDI∋/DC機能に

より,ユーザーは榎雉なDB/DCシス

テムを容易に建設できる｡

(5)運転の｢‾l勧化や省力化をサボーート

図3 H=‾AC +-330モデル3形システム

するソフトウェアや,′i芯i偵を投人する

だけで自動的にシステムの開始処理を

行なう自動IPL(Initial Program

Loading)機能によI),システム道川

の月二虐性向上が図られている｡

主な仕様を表1に示す｡

表1 HITAC M-】60H,M-150H及びM-140Hシステムの仕様

機 種 HlTAC HITAC HITAC

項 目 M-160H M-150H M-140H

主記憶装置

記 憶 容 量 2一-6Mノヾイト l～4Mノヾイト 0.5～2Mノヾイト

増 設 単 イ立 2Mノヾイト 【Mノヾイト 0,5M/ヾイト

処王里装置機構

チャネル

バッファ記憶機構 8k ノヾイト

高 速 演 算 機 構 可 可

増設制御記憶機構

(VOSlアシスト用)
｢

可

l

lチャネル最大転送速度 7Mバイト/秒 5_5Mバイト/秒 5M/ヾイト/秒

電 源 ZOOV三相 ZOOV三相 200V単相

注:略語説明 VOSl(Virluals10rage Operaいng Systeml)

HITAC +-330モデノレ3形及び

4形システムの開発

HITAC L-330モデル3形(図3)及

び4形システムは,昭和53年に発表し

たHITAC L-330モデル5形,及び6

形の下位モデルに位置づけられるもの

で,昭和54年9月から多くのユーザー

に利用されている｡特に,HITAC L-

330モデル3形システムは,村L形i窒体と

なっており一般事務室にも容易に設置

できる｡ソフトウェアシステムVOSO

(Virtualstorage Operating System

O)についても,各ワークステーション

から直接,オンライン処理業務,バッ

チ処理業務,プログラム開発などがで

きるワークステ【ション処理機能を追

加した｡また,L-330モデル5形及び

6形システムについても,殻大記憶谷

量,ワークステーション接続台数の拡

張などを含む機能追加を行なった｡
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H-8593一川コアキシヤル形

ディスク駆動装置(左)

仙′‰1■ナふ一山-- ′′mハ

L-340CPU(右)

注:L-340に接続し連動中を示す｡

図5 コアキシヤル形ディスク駆動装置外観

区】4 H-8523形大容量記憶装置

大容量言己憶システム"MSS”の

開発

近年,情事艮データの増大とともに,

外部i‾吉山意装置のシステムコストやスペ

【スに占める1別fナが増力ロし,これらの

低i成と省力化グ)要求が高まっている｡

MSS(Mass Storage System)(図4)

は,これらのニーズにこたえた新しい

タイプの記憶装置であり,次のような

特長がある｡

(1)一遍1ミディ スク装置の仮想メモリ化

による谷量当たりのコストの化も減｡

(2)媒体の集中管理やマウント,デマ

ウント操作の自動化による箭力化と媒･

休仙ミ符合嘩の削i域｡

(3)装置の 二重化や再試行機能をもた

せRASIS(Reliability,Availability,

Serviceability,Integrity and Se-

curity)を向上｡

二れらにより,従来の代表的な外部

記憶装置である崩妄気ディ スク装置や磁

ち-もテープ装置の運用+二の諸問題を一挙

に解決するとともに,今後新しい連用

形態や応用の拡大が期待できる｡

H-8593-10コアキシャル形ディ

スク駆動装置の開発

本装置は,HITAC 8150及び8250シ

ステムの複利米システムとして製品化さ

れたHITAC L-330,L-340及びM-140

Hシステム用グ)ランダムアクセスファ

イル装置として開発されたものであI),
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既存機杓で顧客から好.汁を柑ているR

_､ソニ雪望作所独臼のコアキンャル形ディ
ス

クパックプア∫じ(一つのスピンドルに

つのディスクパ､ソクを市ねて取り付け,

回一転させ,一一つのアクセス儀寸満でヘッ

ドの位置決めを行なう方Jじ)を採用し,

これにトラックサーボ技術を取り入れ,

記憶容量の叶りヾ及び情報アクセスの高

速化を凶っている｡

更に,ファイルの拭似を防ぐために,

ディ スクパック交換咋以外は装置外の

空1tが流.入しないH+循環プ了J〔の空乞も

i市浄系を取り入れ,本装置の高†言抑性

化を阿っている(図5)r〕

㌦

●ゝ 滅

FHD150

MFD135

小形ディスク装置

披近,オフィスコンピュータやプロ

セスコントロールコンピュータの飛躍

に伴って,OEM(OriginalEquipment

Manufacturer)lrJ+けの小形ディ スク

装置に対L,大容量化,高速アクセス

化の要求が強くなってきた｡このよう

なニーーズに対応するため,従来シリー-

ズのエンハンス装帯を開発したので,

従来シリ【ズと比車交し紹介する(図6)｡

(1)倍容量,÷アクセス時間のFDD401

フロッピディ スク(FDD201,101)

DK62-40′′80 図6 小形デ

ィスク装置の

エンノヽンスフ

ァ ミリ



他システム

端末群

VOSl

DCCM PDMIl MPP ACE口 BMPP

システム

ログ

システム

ライブラリ

データ

/ヾ一ス

ログ

注:略語説明 DCCM(Data Communication&ControIManager)

PDMll(PracticalData Man∂ger=)

AC巨Il(Ara=如Ie Command La[gUageIり

データ

ベース

MPP(Message Processing Program)

BMPP(Batch Message

◆-■･(DCコール)

⇔(DBコール)

図7 VOSIDB/DC(PDMII,DCCM及びACEII)のシステム構成

(2)6倍容量,-をアクセス時間のMFD

135可‾動ヘッド彗■川『走ディ スク装講

(MFD90)

(3)4倍′容量のDK62w40,80可ヱ軌ヘッ

ド形同定ディスク装置(DK62-10,

20)

(4)1.5倍容量のFHD150固三右ヘッド

形ディスク装置(FHD50A,100)

HITAC MシリーズHモデノレ

ソフトウェア

HITAC MシリーズHモデルはLSI

技術の単二新による高性能化,メモ)j,

メディアの大容量化,低価格化を【送lっ

たコンビュMタであり,これを支える

VOSl(Virtualstorage Operating

Systeml)は,EDP部門の生産性向

_卜とともにエンドユー寸デーへのコンピ

ュータの解放が人きな特士主である｡こ

こではVOSlの中心的なソフトウエア

について説明するt-

(1)DB(データベース)/DC(デー一夕

コミュニケーショ ン)システム･……

PDMII,DCCM

咄人化,多様化するデータをデー｢タベ

ースとして統一的に管理するのがPDM

IIであI),O S(オペレーティングシ

ステム)ファイルもDBとして扱うこ

とができる｡このPDMIIとDCCMに

よってDB/DCシステムを容易に建設

でき,更に図7に示すように,別々の

領域で実行する方式と障害【旦l役の白土軌

化を採用して,システムの信束副生と柔

ファイル

DB

MシリーズCPU

川FIT..･"HNA”

r+モート●-

バッチ

DB/DC

T

TSSなど

ユーザー

ファイル

Processing Program)

大量データ

高効率車云送

(ファイル交換)

(リモートバッチネットワーク)

MシリーズHモデルCP]

川FlT′′`■"HNA'

RESP′/L`HNA”

ファイル

入出力機器

+埋草嘩声_,

_Jゴ竺+VOS2ノ′′3ホストコンピュータ

図8 分散ネットワーク処理の実現 E夏日
軟性を著しく向､卜している｡

また,このDB/DCシステムの下で

ACEIIのガイダンス粍能を利†口すれば,

ユーザープログラムを開発しないでも

エンドユーザ”が答易にDIiを利用で

きることになる｡

(2)対話処理機能‥･･‥‥IPPF(In-

teractive Programming&Process･

ing Facility)

エンドユーザーとのマンマシンイ ン

タフェースをドり⊥させることによって,

節--･線の担当者にコンピュータを解放

するのがIPPFであり,担当者の近く

にi設置されたディ スプレイ ターミナル

から簡易言語"NHELP'1(New Hitachi

DB/′DC

9415DSC

l

+_`上里竺'⊥_
VOSlサブホストコンピュータ

ディスプレイ

端末

Effective Library for Programm-

ing)､高級言語(COBOL,PL/Ⅰ,

RPG,FORTRAN,BASIC)及びこ

れらの言語の構文チェック粍能を悼川

して容易にプログラムを開発し,その

プログラムを即実行して結米を得るこ

とができる｡すなわちIPPFを利川す

れば,EDP部｢1ではプログラム牛産

件の向_卜ができ,第 一線業務部門では

EDP部門の協力を得ずに抑1者が問

題を解i央でき,システム全体の生産性

を向上させることになる｡なお,IPPF

下のプログラムからPDMIIのデータセ

､ソトのアクセスが可能である｡
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注:略語説明

FIT(F■leTransmission Program)
SEUT(Source Entry Utiljty)

図9 VOSOワークステーションシステム

(3)分散ネットワーク機能

大形ホストコンピュータとHモデル

コンピュータは分散ネットワークとし

て関連付けることができる｡このネッ

トワークを管理するのがいHNA''(Hitachi

Network Architecture)であり,"HN

A”の下でVOSlシステムをVTAMホ

ストコンビュ【タのサブホストコンピュ

ータとして位i買付けるのが"HICOP､■

(いHNA''subhost Communication

Program)である.｡この"HICOP-'は,

図8に示すように"HNAI■ コンポーネ

ントであるリモートバッチ処理(RES

P/"HNA､':Remote Batch Station

Program),ファイル交換処理(HI-

FIT/"HNA-':High LevelFile

Transmission Program),Hモデル

下のディ スプレイ端末から直接ホスト

コンビュー･タに問いでナわせる9415DSC

(H-9415Data Stream Compatibility)

などの種々の形態のデ【タをホストコ

ンピュータとの間の1本の物理回線内

に多重化することができる｡この方式

は分散システムの拡張,業務処理の追

加などの拡張を容易にするとともに,

効率の高い分散システムの建設を安全,

確実に構築可能にする方式である｡

VOSOワークステーションシス

テムの開発(HITAC L-330)

エンドユ【ザーがシステムを直接使

用できるように,簡易性,データ処理

の即時惟を追求し,多様な処理形態に
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+OB STARTED

ABNORMAL END

覧

オペレーティングシステム

VOSl.VOSl-S及びVOSO

ジョブ打切り機能

≡注∈
メッセージ監視

メッセージ自動応答

ジョブの実行

翌日再開

(ウオームスタート)

入力ジョブ群

出力ジョブ群

AOM

日日日日日

応答ライブラリ

(∋

自
動
電
源
切
断

9㊤
OFF

電源

警報装置

(∋

Q

オペレータコール

図10 自動化モニタの概念図

対九‾じできることをねらいとしたVOSO

(VirtualOperating SystemO)ワー

クステーショ ンシステムを開発した

(図9)｡主な持氏を次に述べる｡

(1)各ワークステーションから独立に,

NHELP/WS(New HitachiE#ective

Library for Programming/Work

Station),COBOL,拡張RPGの対話

処理プログラムやオンライン処理,バ

ッチ処理,ネットワ"ク処理プログラ

ムの実行｡

(2)データエントリ,問合せ,fム票発

行業務の実行｡

(3)画面との対話形式によるプログラ

ムの作成,更新(〕

(4)プログラム間でのワ【クステーシ

ョン装置の七〃替え｡

H｢TAC M/Lシリーズ｢自動イヒ

モニタ+プログラム"AOM”の

開発

コンピュータシステムの無人運転を

指向した｢自動化モニタ+ AOM

(Auto-Operation Monitor)を開発し

た｡AOMはHITAC M/Lシリーズの

オペレーティングシステムであるVOS

l(VirtualOperating Systeml),

VOSl-S及びVOSO のもとで動作し

次のような機能をもっている｡(1)オ

ペレ”タの代わりに,コンソール装置

へ出力されたメッセージに対して自動

的に応答したり,コマンド(ジョブの

キャンセルなど)を与えることができ

匙

る｡(2)実行すべきジョブや出力すべ

きジョブがなくなった場でナ,又は指三三

時刻にj重したときに日動的にシステム

の電源を切断する｡(3)オペレータが

控案などで待機しているときにオペレ

ータの介入が必要になると,苧軍報装置

を鳴動させオペレータを呼び/11すこと

ができる(図10)｡

制弓卸用コンピュータ
制御用マイクロコンピュータ

HIDIC O8-Lの開発

HIDIC O8-Lは,日立N-MOS16ビ

ットマイクロプロセッサを不亥と した/ト

形制御用計算機であー),′ト規模スタン

ドアロンシステムから広ゴ或分散利子卸シ

ステムの端末,機器制御のキーコンポ

ーネント として広く使用されるために

開発した(図11)｡

(1)小心となる2朽のLSIは,各3,000

ゲート/チップの高集積LSIで超小形

化を実現している｡

(2)主メモリ(最大64k語)としてコア,

ICいずれも使用でき,加算時間2.3J′S,

システムミックス3.2/`S,人出力制御

ではDMA(Direct Memory Access)

800k語/s,高速Ⅰ/0(Input/Output)

チャネル12k語/s(いずれもIC メモリ

使用時)と高い処理性をもつ｡

(3)BPU(Basic Processing Unit)
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図II HIDIC O8-+ワンボードCPU(中央処理装置)(左)

ii今断､メモリ誇断,インパリ ッドリト

ライなどり:主謀なRAS(Reliability,

Availability,Serviceability)機能を

装脂してし､る‥

分散形プロセス入出力装置

"DP10-7660',の開発

本装置は制御川コンピュータHIDIC

80/08シり【ズに接純するマイクロコ

ンピュータ内テ識のDPIO(Data Pro-

CeSSingInput Output:分散形インテリ

ジェントプロセス人出力装置)で,下記

の特長をもっている｡

(1)高速データ伝送

最大2k皿のペア線1対に8台のDPIO

を接続でき,かつ250k bpsのデⅥタ伝

送が行なえる｡

(2)コンパクトな実装

新開発コネクタにより,図12にホす

ように外部プロセス配線を直接プラグ

イン背面に接続可能とした｡

(3)システムコストの低i成

′ト規模から大規模システムまで適合

する拡張性をもつとともに,工事費の

大幅低減を実現した｡

(4)入出力カード

ハイプリ､ソドIC,CMOSの採用,豊

富なレパートリーの整備｡

(5)インテリジェント機能

アナログ入力の単位変換ほか,上位

コンピュータの負荷軽減に役立つ基本

プログラムを内蔵｡

図12 DP10実装例

表2 高速光データフリーウェイシステムの主な仕様

項 目 仕 様

HIDIC80E

MST

lST

HIDICO8E

lST

HIDICO8E

川DIC80E

MST

光ファイバケーブル

lST

川DIC O8E

シ ス テ ム 構 成 CST

最 大 規 模 255ステーション/ループ

ステーショ ン間距離 最大1km(ステーションバイパス時2km)

伝 送 方 式 可変長方式

通 信 形 態 1:八一又は八丁∴lす

伝送バイト数/′フレーム 最大512バイト

誤 り 制 御 CRCチェック,フレーム合理性チェック

情 報 伝 送 速 度 10Mビット/秒

最大実効転送速度 600kバイト′ノ′秒以上

伝 送 路 光ファイバケーブル

設 置 条 件
周囲温度:0～500c,湿度:10一)90%

電源:100V±10%,-相50/60Hz

注:略語説明

CST(ControIStat10[)

MST(Master Stat仰1)

lST‥[tel】i巳entStation)

高速光データフリーウェイシス

テムの開発

帖内JムJ或分J枚処理システムに対する

ニ【ズの拙こ人に什し､,その核となる仁こ

送システムに対し,■て三Ji速化,席イJ柑僅

化ニーズがいっそう強く要求されてき

ている｡このニーズにこたえて,紋所

の)L過仁子技術を導入し,‾h_言+の三枯1主を

もつH-7485形光DFW(Data Free

Way)システムを朋党Lた｡主な三拝1主

は,

(1)本質的に耐電磁環境什に優れた光

丁ム迷路の採用に加え,高イ言柑化小形うヒ

デバイスの適用により,高】口∫質,11一石イ∴

抑度のプロセス制御肝)L情報仁ミ送シス

テムを実現できる｡

(2)lrl+線速度は市性能光送ノ壬イ‾.言モジュ

ールの通用により,10M bpsの高速件

を実現し,パケ＼ソト仁二道力▲式を花川す

ることにより高スループット ■1プJレス

ポンスの情報fムj去を‾叶能とLている｡

(3)各ステーションの】i〔二 断十か駁を

築小菅押するRAS(Reliability,

Availability,Serviceability)方式の

拭洞により,総でナ的なイ米今機能を一夫+丸

Lている｡

主な仕様を表2にホす｡
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図13 超高速言葉字プリンタ

会話形プログラミングシステム

"lPS”の開発

こ別御用コンピュータの利用範囲の拡

大につれて,バッチ形式によるプログ

ラム開発方式に変わり,人間がCRT

(Cathode Ray Tube)ディスプレイに

向かし､,直接システムと全盲試しながら

プログラム開発が可能な会話形システ

ムが要求されてきている｡このニーズ

にこたえて,HIDIC 80シリーズ用に

次のような特長をもつ会話形プログラ

ミングシステム`7PS''(Interactive

Programming System)を開発した｡

(1)cRT端末から,テキストエディタ

をイ費用してプログラムを開発できると

ともに,各椎亡11力をファイルに保存で

きる｡

表3 会話形プログラミングシステムの仕様

(2)テキストエディタは,文字列の取

扱いが可能なほか,1文字コマンド方

式の採用により,覚えやすく使いやす

し､｡

(3)ファイルシステムは,使いやすい

木構造形式を才采和した｡

(4)フロッピディ スク採用によりカー

ドレス化が実現できる｡

主な仕様を表3に示す｡

端末機器
超高速漢字プリンタの開発

日本電信電話公社の指導により毎分

15,200行という世界最高の印字速度を

もつi英字プリンタ(図13)を開発した｡

項 目 仕 様

t.テキストエディタ

(= ソースプロクうムファイルの作成

(2)ソースプログラムの文字単位の編集

(3)ソースプログラムの行単位の編集

(4)ソースプログラム内の文字パターンの検出.置換

(5)ソースプログラムリストのCRT端末への表示

2.ファイルシステム

(l)ファイルデイレクトリ内容の表示

(2)ファイル名の表示,変更

(3)各種ファイル間の複写

3.使 用 言 語

(= BASIC(ANSl標準十α)

(Z)FORTRAN(+lS7000レ/ヾル)

(3)pc+(Rrocess ControILanguage:制御用高級言語)

(4)sp+(Software Production Lan9Uage:制御用高級言語)

(5)アセンブラ

4.そ の 他
(= オンライン,パッチ及び会話の同時処理が可能

(2)フロッピディスク用ユーティリティの充実
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電子写真方式の記三緑技術とレーザビー

ムの採用により,普通連続紙に15inの

有効印字幅で,漢字,帳票ウォーマッ

ト及びグラフやⅩYプロッタへ出力さ

れるデータなどの図形を印刷できる｡

また英数字,片仮名文字のプリンタと

して使用する場合は,15字1inの大き

さの文字を用いて1行225字,毎分

22,000行の印字速度で印刷できる｡

本プリンタは,H-8196-30形i英字プ

リンタ,H-8197-30形ノンインパクト

プリ ンタとしてHITAC Mシリーズ用

にエンハンスされ,毎月の大量出力や

毎日の短時間集中出力業務への適用が

期待される｡

HITAC T-560/20ビデオデー

タシステム

HITAC T-560/20は,HITAC9415

の上位機として開発した汎用ビデオデ

ータシステムで,主にオンラインリア

ルタイム処理に適用される(図14)｡

主な特長を次に述べる｡

(1)新データ網(パケット交換)への接

続可能モデル,"HNA''(HitachiNet-

work Arcbitecture)端末など豊富な

製品メニューをそろえ,柔軟なシステ

ム構成が可能であ･る｡

(2)カラー7色,リバース,けい線,

拡大など高度な表示機能をもち,併せ

て入力時チェック機能が充実している｡

(3)漢字の表示,印字が可能である

(512文字種)｡
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図15 カラーセミグラフィックディスプレイシステム

(4)端末でもつ制御ファイルを使用す

ることにより,データの蓄積,一括転

送などのファイル処J理が可能である｡

カラーセミグラフィックディス

プレイシステム

HITAC 9415ビテナオデータターミナ

ルのファミリとして,従来のキャラク

タベースの機能に加えて,96種の顧客

指定パターンを組み合わせた約4,000

桔の基本パターンを使ったカラⅥ図形

表示のできるビデオディスプレイ(H-

9415-55M)と,その表示画面のハード

コ ピー用セミ グラフィ ックプリ ンタ

(H-9386-11)を開発した｡これらの装

置は,H-9415システムのターミナルコ

ントローラ(H-9106-51R/HT-5206-

51L)に最大32台まで接続できる｡基

本パターン単位での色の才昆合表示,け

l

貞 ■

小形デバイス鴇

一､

マークカードリーダ

小形ビデオディスプレイ

小形プリンタ

淋

図16 H‖‾AC T-590/t5証券ターミナルシステム

て遠隔地へ送信することが可能である｡

(3)警報機構

OCRの動作時に,オペレータの介入が

必要な状態が発生した時点で警報音が

鳴り,オペレータが裳置を離れるとき

が多いデータ伝送機能を使用する場合

などでは便利となる｡

(4)プログラム記号拡張機構

COI】OL,FORTRANなどでノ使用さ

れるプログラム記号を読み取ることがで

き,70ログラムのコーディングシート

の読取りが可能となる｡

い線表示機能などを催うことにより電

気,か､ス,水道,通信などの配線･配

管系統の工事設計用オンライン端末と

して広く利用できる(図15)｡

HITAC T-550/30分散形OCR

システムの機首巨･性甫巨弓垂イヒ

本機は,昭和53年の1号機出荷以未

順調に出荷を続けているが,この間更

に多様化する顧客ニーズに対処できる

ようにするために,機能･性能を強化

した｡主なものは二大のとおりである｡

(1)和一般ボールペン読取機構

鉛筆,OCR(光学文字読取り装置)用

ボールペンのほかに一般ボールペンの

使用を可能にした｡

(2)モデムアダプタ

本機能により,OCRで読み取ったデー

タを,公衆回線あるいは専用回線を介し

HITAC T-590/15証券クーミ

ナノレシステム

HITAC T-590/15証券ターミナル

システムは,インテリジュンス機能を

もつターミナルコントローラの制御に

より,株式注文処理,精算処理,顧客

情報問合せ処理などの複雑な証券業務

処理を迅速かつjt確に行なうことをね

らいとした新規な証券専用のターミナ

ルシステムである(図16)｡

接続できるデバイスとしては,安価

でコンパクトな′ト形ビデオディ スプレ

イ(9in,480/960字/画面),′ト形プリ

ンタ(80字/行,60字/秒),問合せ応答

用としてのビデオデータターミナル

(14in,1,920字/画面)のほか,マⅥク

カードリMダ(100枚/分),窓口装置,

ラインプリンタなどがあり,仕ノ音の組

でナせにより,規模にJ応じたタmミナル

システムを構成することができる｡
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ホストコンピュータ

1,200～9,600bps

騙Eコ

データステーション

モデルC(パーカード)

最長2km

(4,800bps)

ビデオデータターミナル

ヽヽ

図17 日本航空株式会社納め予約発券端末装置

日本航空株式会社納め予約発券

端末装置

痺輝子約をPNR(PassengerName

Record)とロ乎ばれる旅客の姓名による

管理とし,PNRに濃づき発券を行なう

新総合旅客システム(JALCOMIII)用

端末装罵として,CRT(Cathode Ray

Tube)ディスプレイ装置及び発券プリ

ンタを納入した(図け)｡

主な特長を次に述べる｡(1)cRTデ

ィ スプレイ装置は見やすいノンブレア

画面とし,PNR作成を容易にするフォ

ーマット編集機能を備え,最大,スレ

ーブCRTディスプレイ装置3子音,発券

プリンタ2子音を接続する/ト規校マルチ

ステーション構成が可能である｡(2)

発券プリンタは,漢字及びOCR(光学

‾文字読取り装置)文字交じりの田内航

空券,様式の異なる国J祭航空券や各椎

帳票類を,同一一機で高速印字が吋能で

ある｡また,2絶類の用紙供給機構を

装備し,1校の券に切り離された状態

で同一一一発券口にスタックしながら発券

することができ,更に,帳票上に印刷

されたバーコードを読み取る機能を備

えている｡

H｢TAC T-530/40 ターミナル

システム

新生産管理ターミナルシステムとして,

総合的に情報を把握できるHITAC T-

530/40ターミナルシステムを開発した(図
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端末制御装置

(フロッピディスク内蔵)

多重分岐装置

最大32台接続可

データステ…ションモデルA

(80欄カード入力)

最大8台

データステーションモデルB

(80欄カード入力)

図18 HITAC T-530/40ターミナルシステム構成図

】■-

▲

i

図19 超大形高速ドラム形×Yプロッタ(形式HCDS-D140S)

柑)｡生産管理システムでは,各種情報

かあらゆる部門から収集,分配きれる

が,これらの情報を効率よ く泊用する

ため,本システムでは,(1)情事[川文集

用データステーション,(2)問でナせんむ

答用ビデオデータターミナル,(3)タ

ーンアラウンドカード山力川カード印

刷せん孔機､(4)作業指示他の出力用

プリ ンタ,ライ ンプリ ンタなどのほか

特殊デバイスも用意L,従来できなか

った1システムでの各稗デバイスの構

成を選択するという顧客の要求に対処

できるようになった｡

またデータチェックを強化し,オン

ライン指向ながらオフラインバックア

ップも可能とし,信相件の向上を図っ

てし､る｡

腰

超大形高速ドラム形XYプロッ

タの完成

LSI設計図面などの大面積図面の高

速作図を主目的に,作凹面積1.5mX

l.4mの超大形高速ドラム形ⅩYプロッ

タを完成した(図19)｡本機は国産1号

機であり,鼓大作【■都塵度60m/min,最

大加速度3gを達成し,本機のような大

形機では世界最高レベルの惟能である｡

従来大面積岡面の作図にはフラット形

ⅩY70ロッタが使用されていたが,作

図に数時間を要し,作図時間の葉豆縮が

強く要望されていた｡これに対しドラ

ム形の高惟能を生かし,大面積図面の

作図を可能とするため本機を開発した｡

主な特長を次に述べる｡



業務別に必要なデータ及び構造

(例)業務1

教 育

入
力
デ
ー
タ

部 課

氏 名

技 術

業務2 技 術

氏 名

部 課

業務別のデータ処‡里内容

データ処理パターン

データ処理頻度

入力データ解析

A
-
D
E
の
構
成

ADMデータベース構造

の候補自動作成

データベース構造妥当性チェック

入出力回数見積り

ディスク装置所要量

見積り

最適化処‡里

出
力
デ
ー
タ

･適正データベース構造

巨ヨ

部 課

氏 名

＼

技 術

ミミ

区120 AIDEの構成と入出力データ

(1)特に最大加速度が人であるため,

相律さ図面の作図時間短縮に威力をヲ邑揮

する｡

(2)ドラム形であるため桝付面積が少

なく,運転竜二が静かである｡

一情幸艮処王里
HITAC Mシリーズアプリケー

ションプログラム"SIMPJAN”

の開発

VOS2/VOS3(Virtual storage

Operating System2/3)川維′汀i汁l巾シ

ミュ レーショ ンプロ グラムSIMPLAN

(Simulation Program for Corporate

Planning)を開発した｡本プログラム

は｢低成長,不確実性の時代+下の企

業経営環j菟での経営計画に特に必要

とされる,(1)代㌧拝案の作†戊と評価,

(2)変化への上仙E,(3)部｢引iijの総†州り

な繁ナナ件,(4)計内二､t案の機械化によ

る人n(J資i塘の活用などを不易にするた

めの糸 画支桟プログラムである｡

適用分野としては,(1)経常計画,

(2)子算編成,(3)財務十札(4)販売十

測,(5)アさ金管埋,(6)計量総研などが

ある｡

主な特技を次に述べる｡

(1)総合的な経常計画‾互授プロ

である｡

(a)時系列デ【夕べース管手堅,

リング(線形､非線形,逐次､

び論群の各モデル),(C)シミコ

グラム

(b)モデ

同時枚

_
レ∽シ
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入出力回数
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修
正
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討
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テ】タディクショナリシステム

BDDS

ディレクトリ

定 義 情 報

資 源 の

相互関連情報

データベース

設 計
ドキュメント

′

ヽ
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一■‾､ヽ

実世界

′
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′

′

′

データベース

レポート出力

注:略語説明 DBA(データベース管理者)

図21データベース管理者とデータディクショナリシステ

ムの:役割り

ヨン,(d)分析(統計分析.計量経1月

分析),(e)予測,(f)報;㌧喜作成,(g)

グラフ作成,(h)テキスト編集,(i)機

密化さ.穫,(j)ユーザインタフェMスの

各機能が有機的に結介している｡

(2)利川方法が簡便であり,トソプマ

ネジメントから部l‖川t当者までの非コ

ンピュータ専門ノ家でも使用可能である｡

(3)代替案(モデル,データの変更)作

成が容易である｡

(4)モデル,報訂再定義はSIMPLAN

のもつ簡易言語で記述する方式のため,

柔軟件にt;=寸む｡

(5)部門間の統合機能が簡_i‾ii.に実行で

きる｡

(6)バッチ(VOS2/VOS3),会話

VOS3TSS(VOS3Time Shari叩

System)の両処理形態で実行できる｡

ADMデータベース構造設計支

援ツール"AIDE”の開発

HITAC Mシリーズ朋データ/ヾ-ス

符理システムADM(Adaptable Data

Manager)を使用するデータベースの

設計に関しては,従来各んむ用システム

を担当するシステムエンジニアが,三上

いにそれぞれの設計技術を利用し実施

してきたが,手法としてまとまってい

なかった｡AIDE(ADMInformation

Desige Package)は,この問題を解

決し,知期間に高品質のデータベース

設計を可能にすることを目的としてトi臼

発した設計支拭ツールである｡

図20にホすように,AIDEは,J心川

システムが必要とするデータ及び処J千旦

内本を人力すると,ディスク装置の所

要量及び入出力回数で代表される処.埋

作能を評価尺度として,適正なデ”タ

ベース構造を自動′Ⅰ二J戊するものである｡

本､ソールは,Mシリーズのコンビュm

タで使用か可能である｡

データベースシステムの運営管

王里支援ソフトウェア｢データデ

ィクショナリシステムBDDS+

の開発

DB(データベ【ス)システムは,デ

ータ,プログラムなど資源の統合を行

なうため,その共用化などの利′L†があ

る反耐,資i煩悶の関連が綾雉になり,

H子骨な運ノ片をr木†難にするおそれがある｡

この問題を解i失するため,J京十力配管

設計システムを対象に,データデイク
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(データベース管理者)

NORO

誌

(エンドユーザー)

バッチ検索

TSS検索

ー

デ
ー
タ

管

理

■

注:略語説明 VOS3(Virtualstorage Operating System),TSS(Time Sharlng System)

図22 0R10Nの処王里概念図

姓名住所仮名,

漢字変換,

漢字入力編集

漢字デ ー タ

ショナリンステムBDDS(Big Plant

Design System)を開発した｡本シス

テムは,DBシステムの資源情報を一

括管理することによって,(1)資源の

相互間連の即時表示,(2)高品質DB

設計資料の作成など,DBシステムの

建設･運用でのDB管理者の業務i言動

を支援する(図21)｡

本BDDSの活用によって,DBシス

テム運営の円滑化とともに,その生産

性,整合性の向上が期待できる｡なお,

BDD Sは,DB管王里システムADM

(Adaptable Data Manager)を用い

たDBシステムに適用が可能である｡

･情報検索システム"OR10N”の

開発

ORION(Online Retriever of

Information)は,文献データや数値

データを効率よ くデータベースに蓄積

し,そのデータベースから必要な情報

を端末から対話的に検索し,指定に従

った処羊里を加えて出力することができ

る情報検索システムである｡ORION

は図22に示すように,データベースを

検索利用するエンドユ【ザー用と,そ

のデータベースを作成管理するデータ

ベース管理者用の処理に分けられるが,

それぞれに対して簡易件,柔軟性をね

らった豊富な機能を提供している｡エ

ンドユーザー用としては,会話形式の

各種検索手段に加えてガイダンス,プ

ロファイルなどの検索補助機能が,ま
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通信管理
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用 語 辞 書

漢字ライブラリ保守

漢字コード表印刷

イメージライブラリ偉才

イメージライブラリ

書式ライブラリ

書式オーバレイ

ゼネ レ
ー タ

実 行 用

プ ロ グ ラ ム

COBOL"NHELP”

RPG.PL.′/Ⅰ

コンパイラ

図23 漢字情報処理システム``KEIS”の体系

たデータベース管理者用としては,キ

ーワードの自動抽出,機密保護,モニ

タなどの機能がある｡

日立漢字情報処理システム

"KEIS”の開発

日立漢字情報処】翌システム"KEIS”

(KanjiProcessing ExtendedInfor-

mation System)は,従来の漢字情報

システムを大幅に拡充し,′ト形システ

ムから大形システムまで統一した思想

のもとで体系化した新システムである

(図23)｡

"KEIS''では,EBCDIKコード体系

を慕本に,漢字を扱うための2バイト

コード体系(日立標準漢字コード)が確

注:略語説明

``NHEしP''(NewHitach弓E††ective
し伽ary Programming)

RPG(ReportProgramGenerator)

立されており,従来のソフトウェアや

ファイルをそのまま共存併用すること

ができるほか,i英字システムへの移行

も容易に行なえる｡また,H-8172,H】

8195,H-8196i英字プリンタ,T-560/20

ビデオデータシステム,HT-5441,H-

1811i英字入力装置などの豊富なハード

ウェア製品群に加えて,i英字処理ユー

ティリティ,姓名/住所仮名漢字変換

プログラムなどの充実したソフトウェ

ア,事務用語,姓名をはじめとする各

種テーブルウエアが用意され,バッチ

処理,オンライン処理,対話処ま里など

広範なアプリケーションへの対応が可

能である｡

"KEIS''の特長を次に述べる｡

(1)HITAC L-330からM-200Hまでの

小形から大形システムまで,-一貫した
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区124 HITAC G-730分散形区】形処‡里システム

｢く､､
宅芸妄

図25 HITAC G-710図形処理端末

システム

思想で†英字処理をサポートする｡

(2)豊富なハードウェア,ソフトウェ

ア,テーブルウエアにより多彩な処理

形態に対応でき,かつi莫字システムの

導入が容易である｡

(3)i莫字処理用の各種機器やソフトウ

ェアは,すべて英･数･仙名文字体系

との併存を考慮しているため,従来シ

ステムの延長としてi莫字情報処理シス

テムの導入が図れるほか,混在,併用

も可能である｡

図形処王里システムHITAC G-

730,HITAC G-710の開発

近j｢製造業での設計製造fナ理化動向

の中で,特にCAD/CAM(Computer

Aided Design/Computer Aided

Manufacturing)システム構築手段と

して,図形を処理する標準的ハードウ

ェア,ソフトウェアの提供が注目され

ている｡このニーズにこたえるため,

G-730分散形図形処理システム(図24)

と,G-710同形端末システム(図25)の

2機椎を開発した｡

(1)G-730分子牧形同形処理システム

大形コンピュータと図形端末の間に高

竹三能のミニコンビュmタとマイクロコ

プ GPSL｢.

ユ
ー

ザ
ー プ ロ グ ラ ム

ンチ一

レ用応

文･

字

円
∴
弧
･
軸

折
れ
線
･
曲
線

製

同H

幾
何
形
状

グ

ラ

フ

記号パターン
フ ァ イ ル

+_

HGSP

H-8833

基 本 ル
ー ンチ

基 本 作 画 作 画 制 御

HGSP

インタフェース

BGSP

H--8844

BGSP

インタフェース

XYプロッタ

インタフェース

コ マ ン ド

フ ァ イ ル

×YPLOT

ユーティリティ

×Y

プロッタ

注:略語説明 ×YPしOT(×Y P10tter Ro仙nes)

区126 GPSLの構成

ンビュmタを介イt三させ,ミニコンピュ

ータにはローカルにデータベーースをも

ち,卜文】形モデルの作成を含む高度の図

形処押機能を,大形コンビューータと適

切なf_与荷分抑を行なう分散処理を持主主

とLている｡200杵の対話形コマンドに

よるトヌ川手モデル作成機能,lズl形記述丁子

占れ 何形データベース管理機能などを

備え,谷易に,応答辿く,図形モデル

の作成･帽正,部占言】や同所の三芳録,再

利用が叶能となり,電横磯械設計,プ

リント枇設計,型加工設計など各椎ア

ブ】jケーショ ンのCAD/CAMシステ

ム構築への強力なツールを拭イ壬与する｡

(2)G-710図形端末システム

大形コンピュータ(HITAC Mシリーズ

170以上)にTSS(Time Sbaring Sys-

tem)で接続される会話形図形処理端末

システムである｡大形コンピュータにアプ

リケー1ションプログラムを格納し,デ

∽タグ)管理,複雑な解析などを分担さ

せ,端末側では凶形の入出力,特に表

ホ凶形の拡大,格垂れ 分割などを分担

している｡これら介理的な機能分‡耶二

より応答性,操作性及び経析件の大幅

な一戸IJ_卜を図っている.｡人形コンピュー

タのデ【夕べMスを活用し,設計～製

造部門｢了与jの有機的結合を阿ることによ

り,総ナナシステムへの展開が-叶能である｡

｢
l

_+

FOG州T

FOG

H･-8196

HITAC Mシリーズアプリケー

ションプログラム"GPSL”の

開発

HITAC Mシリ∽ズの上位オペレー

ティングシステムであるVOS2(Vir-

tualstorage Operating System2)

ノ女びVOS3く乃下で稼動する汎用同形出

力ルーチン集GPSL(Graphic Plotting

Subprogram Library)を開発した

(図26)｡

従来,ユーザーはBGSP(Basic

Graphic Subroutine Package);-HG

SP■'(HitachiGraphic Subroutine

Packge)など装荷対応に軋占ミされた仏

本ソフトウェアを使ってユ【ザープロ

グラムを組む必要があった｡しかも,

装置ごとにユーザープログラムを作り

直す必要があった｡GPSLでは,J】ち本

ルーチンに各装置への切り分け機能を

もたせ,ユーザ【プログラムの
一本化

を‾叶能にした｡しかも,文7二やグラフ

など_冒空t二ざな∫芯用ルーチンをJlj慈して,

ユーザープログラムの作成を容易にし

た｡
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図27 問題発掘整王里技法手順

ー情報システムの効率的開発技法

システム開発のライフサイクルを通

したフェーズドアブローチによるシス

テム開発標準手順書(手順,ワークシ

ート)の開発と,それぞれの7ェMズ

66

での効率向上を支援する技法として

PPDS(Planning Procedure to Deve-

lop System:問題発掘整理技法),

RDL/RDA(Requirement Definition

La叩uage/Analyzer:要求仕様記述分

析･編集技法)を開発した｡

〔
日本語によるシステム仕様膏と

仕様分析結果

仕 様 分 析 レ ポ
ー

ト

横 能 階 層 図

機 能 情 報 関 連 図

[:三重亘垂垂:]
在庫管理

入 力

売上伝票

仕入伝票

在庫マスタ

処 理 出 力 備考

1.伝票チェック

2.更新

3.印刷

システム名称

その他〈

商品受払表

在庫マスタ

●ファイルレイアウト図

●入出力レポートレイアウト図

●計算機操作仕様

●項目説明表

仕様の修正
TSS端末

図28 要求仕様記述分析･編集技法

(1)PPDSの開発の出発点で,エンド

ユーザーの多様なニーズを正確に把握･分

析し,その結果を整王空し,合意(コンセンサ

ス)を得ることが重要である｡問題点を発

掘し,EDP導入の目的を寸封木二伏(目的樹

木図)に整理する問題発掘整理技法PPDS

を開発した(図27)｡この技法は,(a)

関与者利害関連表により項目軸出を容

易に行なうことができ,(b)PPDS-HSA

(Hierarchical Structured Analysis)

プログラムにより,抽出された項目を

階層的に整理できる｡(C)同時に,階

層的に轄理された結果をエンドユーザ

ーに提示することにより,新たな要望,

意見を引き出し,システムの目的をよ

り明確にすることができる｡階層図の

修正はマンマシン(TSS:Time Sha-

ring System)で簡単に行なえ,作業

効率を約2倍に高めることができる｡

(2)RDL/RDAは,要求仕様書をマ

ンマシンで作成し要求仕様の完全性の

確保を支援するソフトウェアである｡

この技ぎ去は,(a)仕様を,RDL言語で

フォーマルな形で記述し,(b)仕様の

記述漏れをRDAソフトウェアでチェック

できる｡(c)仕様は対話形で保守でき,

機能1関連図などのドキュメントを自動

編集できる(図28)｡

このほか,片仮名書きのプログラム

仕様を入力し,プログラムを自動的に

作り出すソフトウェアCORAL(Class

Oriented Ring Associative Language)

も開発した｡



HSDT

システム

デザインガイド

システムを構成する機能と,機能

の組合せ方などが述べられている｡

標準システムフローも載っている｡

HSDT

紹介マニュアル
HSDT概説蕃

HSDT概説書では,HSDT

の各デザインガイドの使

い方,HSDTの支援する
生産情報管理システムの

概要が述べられている｡

図29 HSDTドキュメント体系
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ディスク容量の計算などデータベ
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HITACユーザ【の帳票事

例とHSDTの導入事例に
ついてまとめてある｢

HSDTの各デザインガイドに

漆付されてあり,作業のまと

め,作業と作業の連絡に使うl
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図31 フライトシミュレータ用模擬視界

映像表示例

番組フォーマット変更

甜

長一嶺
0テープ

行
SB

素材一本化表
TM

素材一本化

変更あ(彗宏文禁制御システム)
注:略語説明 FS(フリースポット),SB(ステーションブレーク),TM(番組コマーシャル)･*オンエアの4～6日前に販売わくを放送わくに変換する(バッチ処理)｡

区130 "HlVIS10N”業務処理概念図

HITAC Lシリーズ向け生産管王里

システム設計ツーノレ"HSDT”の開発

製造業,中′ト規模企業での生産管理

システムの開発作業を支援するヰ_産管

理システム設計ツール"HSDT'てHitachi

System Design TooIs for Produc-

tion ControISystem)について紹介

する｡このツールは,システム開発作

業の効率向上を図る一一手f貨として開発

され,(1)システム設計手順･手法,(2)

標準システム,(3)チェックシート,(4)

ワークシート,(5)事例集などから構

成(図29)されている｡従来のプログラ

ムパッケージと異なり,標準化,部【打■

化されたツール群を用いることにより,

各企業の環境に合った柔軟な生産管理

システムを設計することができる｡な

お使用されるツールは,"HPP''(日立

生産情報管理システム)をベースにし

て開発されオンライン,データベース,

MRP(MaterialRequirements Plan-

ning)など最新の技術･手法を取り入れ

ている｡

放送運行オンラインノヾッケージ

"HIVIS10N”の開発

民間放送業界の大部分を占めるネッ

ト局で,営業段隅を含む放送運行業務

の総†ナオンライン化を実現するソフト

ウエアパッケージ"HIVISION､'(Hi-

tachiVideocast SupportingInfor-

mation Online System)を開発した｡

区130に"HIVISION”による一一連の菜摘

の流れをホす｡

まず番組驚錨によって商品である販

売時問わくの設石三を行なう｡止∴て】子主(fE

.哩店)から引fナいがあると,ビデオ古｢/.盲
末で契約驚錨と空きわくの峠Hり取りを

行なう｡これら契約情報をもとに素材

の指定を行ない,業椎の競合チェック

を含めわく内編集を行なう｡寿を後にCM

の送出手順を示した運行表(Qシート)

と送.L士1自動制御システムの人力紙デM

プを出力する｡

"HIVISION''は,ニのように情報処

理に-･‾主†‖生をもたせ,管理レベルのl叫

_Lと販売競争力のJ門人を実′呪できる｡

事後処理

放送通知書

フライトシミュレータ用模擬視

界発生装置

校擬視界発牛装置は,航ツこ竺機のパイ

ロ､ソト訓練川フライトシミュレ【タの

サブシステムで､実機同様の航空機の

道東い二追随してヲ変化する窓外の視界を

動画として表ホする装置である｡

本装置はシミュレータによる訓練の

効果を満めるためのもので,ノブ〕㌔｢1勺に

模刊とテレビジョンカメラによるもの,

映跡j方式などがある｡口_､ンニ‾方J(は純`i=E

イ･的に址夜目り視界を;把生できることが

特技である｡特に､33msに1校の【峡像

を発牛し表示する必要があるので,高

速･高精度のディジタル微分解析樅を

開発し,映條発生に応用した｡これに

より,300Jド面以上(･‾､ド向は川辺形)発1i二

できる｡更に,映像に一呪実感を与える

ために立体図形叫遣れる何のi巧越位ム

処‡里,遠景｢ズⅠ形のぼかしノJIJ(を】ii+発し

た｡以_卜の主要技術により発J一卜した映

條例を図31にホす｡
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